
資生堂の成長戦略 
はじめに 

日本の化粧品業界を牽引するリーディングカンパニーである資生堂は、1872 年の創業以来、

150 年以上にわたり「美」を通じて人々の生活を豊かにしてきました。グローバルな競争激化

や消費者ニーズの多様化といった課題に直面する中で、資生堂はどのように成長戦略を描き、

未来を切り拓こうとしているのでしょうか。 

資生堂の魚谷雅彦社長とアイスタイルの吉松徹郎社長は、今後の美容業界について対談し、デ

ジタル化やパーソナライズ化が加速する中で、消費者の変化を捉え、新たな価値を提供してい

くことの重要性を強調しています。 1 このような業界動向を踏まえ、この記事では、資生堂の

公式ウェブサイト、決算資料、業界レポート、アナリストレポートなどを基に、その成長戦略

を徹底的に分析します。 

1. 資生堂の現状 
資生堂は、スキンケア、メイクアップ、フレグランスなど、幅広い化粧品ブランドを展開し、

世界中で事業を展開しています。主力ブランドには、「SHISEIDO」「クレ・ド・ポー ボー

テ」「イプサ」「エリクシール」「アネッサ」などがあり、高価格帯から低価格帯まで、多様

な顧客層に対応しています。 2 3 4 5 6 

近年、資生堂はグローバル化を加速させており、特に中国市場での成長が目覚ましいものとな

っています。 7 しかし、中国市場への依存度が高まっていることも事実であり、中国経済の減

速や競争激化などのリスクも存在します。 8 

決算資料によると、2024 年 12 月期第 3 四半期累計の売上高は前年同期比 3%減の 8,873 億

円、営業利益は同 20%減の 350 億円となりました。 9 10 中国市場における売上減速が響いたも

のの、日本市場では堅調に推移しています。 

2. 資生堂の成長戦略 
資生堂は、2023 年に新たな中期経営戦略「SHIFT 2025 and Beyond」を策定し、2030 年に

「美の力を通じて“人々が幸福を実感できる”サステナブルな社会の実現」というビジョンを掲

げています。 11 このビジョン達成に向け、以下の 3 つの重点領域を掲げています。 

● プレミアムスキンビューティー事業の拡大: 高価格帯のスキンケアブランドを強化し、グロ

ーバル市場でのプレゼンスを高める 
● グローバルトランスフォーメーション: 各地域におけるブランドポートフォリオの最適化、

マーケティング戦略の強化、サプライチェーンの効率化などを推進する 
● デジタルトランスフォーメーション: デジタル技術を活用した顧客体験の向上、E コマース

事業の強化、データドリブンな経営体制の構築などを推進する 12 



さらに、資生堂は長期ビジョンとして「PEOPLE FIRST」を掲げ、社員一人ひとりの能力を高

め、多様性を尊重する組織文化を育むことで、世界で価値を創造できる企業を目指していま

す。 13 

3. 中期経営計画「SHIFT 2025 and Beyond」 
「SHIFT 2025 and Beyond」では、2025 年から 2026 年の 2 年間で実行する「アクションプラ

ン 2025-2026」を策定し、以下の 3 点に注力しています。 14 

● ブランド力の基盤強化: 主要ブランドへの投資を強化し、ブランド価値向上を図る 
● 高収益構造の確立: 収益性の高いプレステージブランドの育成、コスト構造改革、デジタル

マーケティングの強化などを推進する 
● 事業マネジメントの高度化: グローバル規模での事業運営体制の強化、人材育成、DX 推進な

どを推進する 

また、全社的なプロジェクト「FOCUS」を導入し、グローバル規模でシステムを統合すること

で、データの標準化、業務プロセスの最適化を進めています。 15 これにより、収益性改善と生

産性向上を図り、持続的な成長を目指しています。 

4. 成長戦略における具体的な施策 

(1) ブランド価値向上への投資 

資生堂は、ブランド価値向上のため、3 年間で 1000 億円超の追加投資を行うことを発表しまし

た。 16 この投資は、主要ブランドのマーケティング強化、新製品開発、デジタルコンテンツ制

作などに充当されます。具体的には、「SHISEIDO」「クレ・ド・ポー ボーテ」「NARS」
「イプサ」「エリクシール」「アネッサ」などの主要 8 ブランドに 300 億円を投資し、グロー

バル規模での成長を加速させています。 16 

(2) M&A 戦略 

資生堂は、M&A を通じて、新たなブランドや技術を獲得し、事業ポートフォリオを強化してい

ます。近年では、アメリカのクリーンビューティーブランド「Drunk Elephant」を買収し、ク

リーンビューティー市場に参入しました。 17 また、皮膚科医発のスキンケアブランドを買収す

ることで、北米や欧州、アジア地域などへの販売網拡大を目指しています。 18 

(3) 新規事業展開 

資生堂は、既存事業の枠にとらわれず、新規事業の創出にも積極的に取り組んでいます。例え

ば、パーソナライズスキンケアサービス「Optune」や、美のオープンイノベーションプログラ

ム「GIC」など、デジタル技術を活用した新たなサービスを展開しています。 19 



(4) デジタル戦略 

資生堂は、デジタル技術を活用した顧客体験の向上、E コマース事業の強化、データドリブン

な経営体制の構築などを推進しています。 20 具体的には、オンラインカウンセリングサービス

の導入、AR 技術を活用したバーチャルメイクアップ体験の提供、顧客データ分析に基づいた

パーソナライズされたマーケティング施策の実施などを行っています。 

目指す姿として、「Global No. 1 Data-Driven Personal Skin Beauty & Wellness Company」を

掲げ、デジタル技術を駆使することで、一人ひとりに最適な美の体験を提供することを目指し

ています。 15 

(5) サステナビリティ戦略 

資生堂は、「BEAUTY INNOVATIONS FOR A BETTER WORLD（美の力でよりよい世界

を）」という企業使命を掲げ、サステナビリティにも積極的に取り組んでいます。 11 環境負荷

低減、人権尊重、ダイバーシティ＆インクルージョンなどを重点テーマとして、さまざまな取

り組みを推進しています。 21 22 

具体的な取り組みとして、「MATSURI」プロジェクトに参画し、藻類を原料としたサステナブ

ルな化粧品開発に取り組んでいます。 23 2026 年にはカーボンニュートラルの達成を目標に掲

げており、環境負荷の低減に積極的に取り組んでいます。 21 

5. 競合との比較 
資生堂の主な競合他社としては、花王、コーセー、ポーラなどが挙げられます。 24 25 26 

 

 

 

 

Company Strengths Weaknesses 

資生堂 プレステージブランドのラ

インナップが豊富、グロー

バルなブランド力 

中国市場への依存度が高

い、デジタル化への対応 

花王 総合消費財メーカーとして

多角的な事業展開、研究開

発力 

化粧品事業の収益性 



Company Strengths Weaknesses 

コーセー 中価格帯のスキンケアブラ

ンドに強み、「雪肌精」な

どのブランド力 

グローバル展開 

ポーラ 高価格帯のスキンケアブラ

ンド「POLA」、訪問販売

チャネル 

製品ラインナップ、デジタ

ル化への対応 

花王は、総合消費財メーカーとして、化粧品だけでなく、トイレタリー製品、衣料用洗剤、食

品など、幅広い事業を展開しており、経営基盤が安定していることが強みです。 24 コーセー

は、中価格帯のスキンケアブランドに強みを持ち、「雪肌精」などのブランドで知られていま

す。 27 ポーラは、高価格帯のスキンケアブランド「POLA」を主力とし、訪問販売チャネルに

も強みを持っています。 25 

6. 株価と財務指標の分析 
2025 年 1 月 7 日時点の資生堂の株価は 2,731 円、前日比+17 円(+0.63%)となっています。 28 
アナリストレポートによると、資生堂の株価は今後 12.26%上昇し、3,066 円になると予想され

ています。 29 

7. 成長戦略の評価 
資生堂の成長戦略は、以下の点で評価できます。 

● プレミアムスキンビューティー事業への注力: 成長市場であるプレステージスキンケア市場

に注力することで、収益性の向上と持続的な成長を目指している 
● グローバル化の推進: 世界市場を視野に入れた事業展開により、新たな顧客層を獲得し、収

益基盤の拡大を図っている 
● デジタル化への対応: デジタル技術を活用した顧客体験の向上や E コマース事業の強化な

ど、デジタル化への対応を進めている 
● サステナビリティへの取り組み: 環境負荷低減や人権尊重など、サステナビリティにも積極

的に取り組んでいる 

一方、以下の点が課題として挙げられます。 

● 中国市場への依存度の高さ: 中国市場の動向に業績が左右されやすい状況であり、リスク分

散が課題となっている 
● デジタル化の遅れ: 競合他社と比較して、デジタル化への対応が遅れている部分があり、さ

らなる加速が必要である 



● 新規事業の創出: 新規事業の創出はまだ限定的であり、より大胆なイノベーションが必要で

ある 

8. 結論 
資生堂は、グローバルな競争激化や消費者ニーズの多様化といった課題に直面しながらも、

「SHIFT 2025 and Beyond」に基づき、プレミアムスキンビューティー事業の拡大、グローバ

ルトランスフォーメーション、デジタルトランスフォーメーションを推進することで、持続的

な成長を目指しています。 

これらの戦略は、それぞれが独立しているのではなく、互いに連携し、相乗効果を生み出すこ

とで、資生堂のビジョン達成に貢献するものと考えられます。例えば、プレミアムスキンビュ

ーティー事業の拡大は、グローバル化の推進とデジタル化への対応によって加速され、サステ

ナビリティへの取り組みは、ブランド価値向上に繋がり、長期的な成長を支える基盤となりま

す。 

上記の評価で示したように、資生堂は成長戦略を着実に実行することで、一定の成果を上げて

いますが、同時に克服すべき課題も抱えています。中国市場への依存度やデジタル化の遅れと

いった課題は、資生堂の成長を阻害する可能性も孕んでおり、早急な対応が求められます。 

今後の成長のためには、中国市場への依存度を軽減するためのリスク分散、デジタル化のさら

なる加速、新規事業の創出などが重要な課題となります。これらの課題を克服することで、資

生堂は「美の力を通じて“人々が幸福を実感できる”サステナブルな社会の実現」というビジョ

ンを達成し、グローバルなビューティーカンパニーとして、さらなる飛躍を遂げることが期待

されます。 
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